
のわだい
まち

　
熱戦で深まる交流
フロアカーリング大会

フロッカーを投じる参加者フロッカーを投じる参加者

町の景観保全に貢献
高橋建設に感謝状

下道町長から感謝状を受け取る高橋社長下道町長から感謝状を受け取る高橋社長

洞
爺
湖
町
生
物
多
様
性
基
本
計

画
の
策
定
に
向
け
た
第
１
回

検
討
会
議
が
役
場
防
災
研
修
ホ
ー
ル

で
開
か
れ
ま
し
た
。
検
討
会
議
は
、

環
境
省
や
酪
農
学
園
大
学
の
関
係
者

な
ど
30
人
で
構
成
さ
れ
、
こ
の
日
は

生
物
多
様
性
の
保
全
に
向
け
た
取
り

組
み
の
紹
介
や
、
意
見
交
換
な
ど
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
計
画
策
定
に
向
け
た
方
針
も
協
議

し
、
今
後
の
予
定
と
し
て
来
年
３
月

に
町
内
で
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
す

る
こ
と
な
ど
を
決
定
し
ま
し
た
。

生物多様性基本計画の策定に向けて
第１回検討会議

生物多様性基本計画について協議した検討会議生物多様性基本計画について協議した検討会議

9
22

9
25

9
25

広報とうやこ　202広報とうやこ　20255 年年 1212 月月 12

交通ルールは守りましょう
黄色い旗の波運動

黄色い旗の波をつくる子どもたち黄色い旗の波をつくる子どもたち

9
24・
30

秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動
に
合

わ
せ
、
町
内
で
黄
色
い
旗
の

波
運
動
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
虻
田
地
区
で
は
、
国
道
37
号
沿
い

に
保
育
所
の
子
ど
も
や
自
治
会
関
係

者
が
集
ま
り
、
安
全
運
転
の
徹
底
を

ア
ピ
ー
ル
。
道
行
く
ド
ラ
イ
バ
ー
に

向
か
っ
て
旗
を
振
り
、
事
故
防
止
を

呼
び
掛
け
ま
し
た
。洞
爺
地
区
で
は
、

と
う
や
小
学
校
の
児
童
が
学
校
近
く

の
交
差
点
に
立
ち
、
黄
色
い
旗
の
波

を
つ
く
り
ま
し
た
。
洞
爺
湖
温
泉
地

区
で
は
、
観
光
客
な
ど
に
安
全
運
転

を
励
行
し
ま
し
た
。

ウ
イ
メ
ン
ズ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
洞

爺
湖
（
青
木
佐
智
子
代
表
）

の
フ
ロ
ア
カ
ー
リ
ン
グ
交
流
会
が
、

あ
ぶ
た
母
と
子
の
館
で
行
わ
れ
ま
し

た
。

　
フ
ロ
ア
カ
ー
リ
ン
グ
は
、
氷
上
の

カ
ー
リ
ン
グ
の
よ
う
に
タ
ー
ゲ
ッ
ト

を
狙
っ
て
自
チ
ー
ム
の
「
フ
ロ
ッ

カ
ー
」
を
投
げ
、
得
点
を
狙
う
ゲ
ー

ム
。参
加
者
は
、相
手
の
フ
ロ
ッ
カ
ー

を
う
ま
く
避
け
な
が
ら
点
を
得
ら
れ

る
よ
う
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
に
気
を
付
け

な
が
ら
熱
戦
を
繰
り
広
げ
て
い
ま
し

た
。洞

爺
地
区
で
草
刈
り
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
行
っ
た
高
橋
建
設

（
高
橋
哲
也
社
長
）
に
、
町
が
感
謝

状
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

　
同
社
は
８
月
、
高
さ
15
㍍
、
長
さ

３
０
０
㍍
の
大
原
調
整
池
の
法
面
で

草
刈
り
を
行
い
ま
し
た
。
２
０
０
８

年
か
ら
地
域
貢
献
の
一
環
と
し
て
例

年
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
役
場
で
行
わ
れ
た
贈
呈
式
で
下
道

町
長
が
高
橋
社
長
に
感
謝
状
を
手
渡

し
、
長
年
の
奉
仕
活
動
に
謝
意
を
表

し
ま
し
た
。
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民生委員児童委員の交流深まる
箱根町民生・児童委員訪町

今
年
度
、
箱
根
町
を
訪
れ
た
洞

爺
湖
町
親
善
訪
問
使
節
団
の

報
告
会
が
役
場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
町
の
使
節
団
は
虻
田
、
洞
爺
の
両

中
学
校
か
ら
６
人
の
生
徒
が
参
加

し
、
７
月
に
は
箱
根
町
を
訪
町
。
箱

根
の
観
光
名
所
な
ど
を
地
元
の
中
学

生
と
周
り
ま
し
た
。

　
報
告
会
で
は
、
使
節
団
の
生
徒
が

芦
ノ
湖
や
大
涌
谷
な
ど
箱
根
町
の
名

所
で
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
な
ど
を
発
表
。

参
加
し
た
保
護
者
や
関
係
者
は
両
町

の
交
流
を
深
め
た
思
い
出
に
耳
を
傾

け
て
い
ま
し
た
。

箱根の思い出を発表
中学生親善事業報告会

洞爺湖の食の魅力を発信
湖畔の収穫祭

生徒が親善訪問で学んだことを発表した報告会生徒が親善訪問で学んだことを発表した報告会

いろんな仕事があるんだね！
お仕事体験フェスタ

仕事体験を楽しむ子どもたち仕事体験を楽しむ子どもたち

両町の民生委員児童委員が親ぼくを深めた交流会両町の民生委員児童委員が親ぼくを深めた交流会

10
６

10
7

10
19

10
16

姉
妹
都
市
箱
根
町
民
生
委
員
児

童
委
員
協
議
会
の
視
察
訪
問

交
流
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
回
の

交
流
会
は
昨
年
、
両
町
の
姉
妹
都
市

提
携
か
ら
60
年
の
節
目
を
迎
え
た
こ

と
を
記
念
し
て
行
わ
れ
、
箱
根
町
か

ら
26
人
の
委
員
が
訪
れ
ま
し
た
。

　

役
場
で
開
か
れ
た
意
見
交
換
で

は
、
委
員
の
な
り
手
不
足
と
災
害
対

策
を
テ
ー
マ
と
し
、
現
在
取
り
組
ん

で
い
る
対
策
な
ど
に
つ
い
て
議
論
し

ま
し
た
。
翌
日
は
火
山
科
学
館
や
昭

和
新
山
を
視
察
し
、
交
流
を
深
め
ま

し
た
。

町
と
Ａ
Ｎ
Ａ
ク
ラ
ウ
ン
プ
ラ
ザ

ホ
テ
ル
札
幌
の
「
湖
畔
の
収

穫
祭　
シ
ェ
フ
が
贈
る
洞
爺
湖　
食

の
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
」
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　
町
の
食
に
つ
い
て
発
信
し
よ
う
と

開
か
れ
、
こ
の
日
の
試
食
会
は
下
道

町
長
と
Ｊ
Ａ
と
う
や
湖
の
木
村
直
樹

理
事
・
参
事
が
出
席
。
ホ
テ
ル
内
の

洋
食
店「
オ
ー
ル
デ
イ
ダ
イ
ニ
ン
グ・

メ
ム
」
が
考
案
し
た
と
う
や
湖
和
牛

や
町
産
の
カ
ボ
チ
ャ
、
ト
マ
ト
な
ど

を
使
っ
た
料
理
を
味
わ
い
、
町
の
食

材
の
魅
力
を
再
確
認
し
ま
し
た
。

お
し
ご
と
体
験
フ
ェ
ス
タ
ｉ
ｎ

と
う
や
湖
が
、
洞
爺
湖
文
化

セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　
町
内
の
医
療
機
関
や
介
護
福
祉
施

設
、薬
局
な
ど
が
協
力
し
、「
医
療
」、

「
介
護
」、「
福
祉
・
保
健
」
の
３
つ

の
ブ
ー
ス
が
設
け
ら
れ
ま
し
た
。

　
各
ブ
ー
ス
で
は
、
採
血
、
薬
の
分

包
、
リ
ハ
ビ
リ
体
験
、
高
齢
者
疑
似

体
験
な
ど
を
実
施
。子
ど
も
た
ち
は
、

体
験
を
楽
し
み
な
が
ら
そ
れ
ぞ
れ
の

仕
事
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
て
い
ま

し
た
。

料理の説明を受ける下道町長料理の説明を受ける下道町長（（左左））と木村理事と木村理事

町内で行われたイベントや活動を紹介します


